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1. はじめに 

 

 このドキュメントは、Powered BLUE 666サーバー・シリーズを最初にお使いいただく

ための、初期設定方法やセキュリティーパッチのアップデート、LCDコントロールパ

ネルの操作方法といった基本的な内容を解説します。 

 

 Powered BLUE 666サーバー・シリーズは、OSに「Turbolinux Applience Server 2.0」を

採用し、BlueQuartzユーザインタフェースを搭載した操作性・保守性に非常に優れた

製品です。アップデートは、Turboplusと呼ばれるパッケージ管理ツールで管理画面

から容易に行うことができます。 

 

 Turbolinux の機能とは別に、ハードウェアの温度や冷却ファンのモニタリングを行う

Powered BLUEサーバー専用機能を実装しています。また、ユーザの要望の高かった

メール配信の詳細な設定やポート転送、Syslog転送、シリアルコンソールなどの

PoweredBLUEサーバーのみの専用メニューも追加されています。 

 

 Powered BLUEサーバーは、従来からのコバルトユーザーを意識しており、LCDコン

トロールパネルや管理画面を違和感なく使えるようにカスタマイズされています。 

 

 Powered BLUE サーバーは２つのネットワーク・インタフェースを持っています。特

にプライマリ・インタフェースについては、サーバー前面の LCDコントロールパネ

ルを操作して IPアドレスを設定することができるため、初期設定も間単に行えます。 

 

 実際のサービスの設定や操作方法については、「Turbolinux Applience Server 2.0 操作

ガイド」(以下、操作ガイド)をご参照ください。 

操作ガイド(PDF)は、サーバー管理画面の「製品マニュアル」ボタンで表示できます。

また、同梱の CD-ROMに収録されています。 
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2. 管理画面と初期設定 

 

2.1 ＬＡＮインタフェースについて 
サーバーは２つのネットワーク・インタフェースを背面に装備しています。 

 

 

 

 プライマリ・インタフェース（LAN1）は、DNS・MAIL・WEBを公開するために

使用する主要なインタフェースです。プライマリ・インタフェースのネットワーク

は LCDコントロールパネルで設定することができます。 

 

 セカンダリ・インタフェース(LAN2)は、主として保守のために使用することがで

きる予備的なインタフェースです。セカンダリ・インタフェースは既定値として、

192.168.0.1/255.255.255.0のネットワークが割り当てられています。 

 

 

Powered BLUE 666サーバーの管理画面へは、どちらのインタフェースを使用しても、アク

セスすることができます。次項では、Powered BLUE 666サーバーのプライマリ・インタフ

ェースを使用した一般的な設定方法を紹介します。 
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2.2 管理画面のアクセスから初期設定までの手順 
 

① 電源の投入 

ネットワークをプライマリ・インタフェースと接続し、サーバーの電源を投入します。

サーバーの主電源スイッチは背面にあります。前面にはソフトスイッチである電源ボタ

ンがあります。主電源のスイッチが ONの場合は、前面の電源ボタンを押すと電源が投

入されます。 

 

② LCDで IPを設定 

サーバーの起動後、LCDコントロールパネルを使って、プライマリ・インタフェース

のネットワークを設定します。液晶パネルの選択ボタン  で、「Network Setup」を選

び、決定ボタン  で決定してください。プライマリ IPアドレスの入力画面になりま

す。４つの矢印ボタン     を操作して IPアドレスを入力し、入力が終ったら、

 で決定します。同様に、ネットマスクとゲートウェイを設定します。 

 

③ ウェブブラウザで管理画面へアクセス 

ウェブブラウザで、設定したプライマリ・インタフェースの 444番ポート（管理ポート）

へアクセスします。 

例）http://192.168.100.200/ 

 

（上の例では、http://192.168.100.200:444/intro.html のページを開きます） 

 ※ウェブブラウザのポップアップ広告抑止機能が有効になっていると

セットアップウィザードが起動しない場合があります。セットアップ

ウィザードが表示されない場合は設定を無効にしてください。また、パスワードの初期

値は、admin です。 
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④ ソフトウェア使用許諾契約書に同意する 

最初にソフトウェア使用許諾契約が表示され、本サーバーを使用するためには同意する

必要があります。 
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⑤ システムの設定 

次にシステム設定画面が表示されます。ネットワーク設定を確認し、管理者パスワード

を決定します。項目やパラメータの詳細については、操作ガイドを参照してください。 

 

 

パスワード設定後、下図のログイン画面が表示されます。この場合、ログインしてくだ

さい。 
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⑥ 初期設定の終了 

初期設定が終了すると、ログイン後、管理画面が表示されます。 
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3. OS のアップデート 

 

アップデートは、OSのセキュリティ強化のためのパッケージ更新や、バグフィックスを行

う機能です。 

 製品導入時にセキュリティアップデートを適用し、OSを最新の状態にしてください。 

 機能詳細については、操作ガイドをご参照ください。 

 

3.1 セキュリティアップデート 
アップデートは、Turboplusタブメニューの「アップデート」メニューで行いますが、最初

にターボリナックス社へのライセンス登録が必要になります。ライセンスが未登録の場合、

下図のライセンス管理メニューが表示されます。 

 

 
ライセンスの登録は、PoweredBLUE サーバーライセンス証書に記載された「製品シリアル

番号」と、ターボリナックス社から送信されるライセンスファイルを受け取るための「Eメ

ールアドレス」を上記画面で入力します。 

 

シリアル番号は、3つのパートの英数字を”－”(ハイフン)で区切って入力してください。 

（入力例） Ａ１Ｈ０－１２３４５６－７８９０ＹＺ 
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3.2 OS のライセンス登録 
 

ライセンス管理画面でライセンス登録後、電子メールの添付ファイルとして、ライセンスフ

ァイルが届きます。ライセンスファイルは、OSの再インストール後のライセンス登録で必

要になりますので、大切に保管してください。 
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3.3 アップデート 
 

アップデート 1の方法について説明します。 

 

① 「Turboplus」タブメニューの「アップデート」を表示します。 

 

 ボタンを度押して、アップデート可能なリストを取得します。 

更新可能なアップデートがあれば、次の図のようにリストが表示されます。 

 

                                               
1「アップデート」の他に、「インストール」メニューがあります。「インストール」は、標準システムで

はインストールされていない開発環境などの新規パッケージをインストールするサービスメニューであ

り、アップデート（セキュリティアップデート）とは異なります。不要なパッケージのインストールは

セキュリティの低下やディスク容量の不要な消費を発生させますので、必要のあるパッケージのみイン

ストールするようにしてください。 
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② アップデートするパッケージを選択します。 

 

 

 

 ボタンを押して、アップデートを実行します。ダウンロードするパッケ

ージの量により、数分以上の時間を要する場合があります。 

 

管理システム関連のパッケージのアップデート時は、管理画面自体が表示できないこと

があります。この場合、しばらく時間が経過してから管理画面にアクセスしてください。 
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3.4 インストールメニューについて 
 

「インストール」メニューは、標準システムではインストールされていない、主として開発

環境などのパッケージをインストールする機能であり、セキュリティアップデートとは基本

的に異なります。 

 

不要なパッケージのインストールは、セキュリティの低下やディスクの不要な消費を発生さ

せるだけでなく、トラブルの原因にもなります。本当に必要なパッケージのみインストール

するようにしてください。 
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3.5 セキュリティアップデートにおける留意事項 
 

セキュリティアップデートは、バグフィックスやバージョンアップのためのパッケージ

(RPM)のダウンロードとアップデートを行う機能です。 

 

カーネルアップデートに関する注意 

カーネルパッケージ(kernel)をアップデートした場合は、システムの再起動が必要になりま

す。再起動をしないまま運用を予期せぬトラブルを発生させる可能性がありますのでご注意

ください。 

 

自動アップデートに関する注意 

自動アップデートは、定期的にセキュリティアップデートを行う便利な機能ですが、カーネ

ルアップデートも自動で実行します。そのため、直ちにシステムを再起動できない環境での

設定は行わないでください。 

また、セキュリティアップデートの実行後に送信される通知メールを必ず受信し、アップデ

ートされたパッケージの確認を行ってください。 

 

（例）アップデートされた場合に通知される再起動を促すメッセージ部 

########################################## WARNING ###########################################

A new kernel or a package requiring a system restart has been updated.  You must reboot your system.

##############################################################################################

 

 

 

 

 

セキュリティアップデートの情報について 

セキュリティアップデートの詳細情報は、ターボリナックス社の「サポート」メニューの「製

品別セキュリティ情報」の「Turbolinux Appliance Server 2.0」の項目で記載されます。 

 

http://www.turbolinux.co.jp/ 

 

セキュリティアップデートの実行前にアップデートの内容を確認したい場合は、該当のホー

ムページでパッケージの詳細情報を参照できます。 
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4. パワードブルー機能 

 

4.1 パワードブルー機能について 
 

Powered BLUE サーバーは、ターボリナックスに含まれていない、ハードウェア由来のいく

つかの拡張機能を実装しています。 

 

 

• ハードウェアモニタ（HWモニタ） 

ハードウェアモニタは、温度、冷却ファン、電源、ＲＡＩＤの状態を監視する機能で、

アクティブモニタの監視対象となるコンポーネントとして追加されます。 

 

• サービス拡張 

電子メール設定に関するより詳細な設定項目（メール配送の詳細設定、２台のスマート

ホストの設定）や、ポート転送機能を追加しました。 

 

• ロギング 

Syslogの転送設定や Syslogサーバー設定、およびログローテーションの状況を表示しま

す。 

 

• シリアルコンソール（起動オプション） 

シリアルコンソールは、ＣＲＴモニタやキーボードが無い場所で、シリアルケーブルと

接続したパソコンを使ってコンソールを表示し、ログインする機能を提供します。 
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4.2 ハードウェアモニタ 
 

ハードウェアモニタは、アクティブモニタ機能の監視対象のコンポーネントとして実装され

ます。アクティブモニタは、システムやサービスの状態を監視し、異常を検出する機能です。 

 

状態の変化や異常が検出されると、管理者へメールで通知します。 

 

下図は、ハードウェアを監視するコンポーネントのリストで、リンク先はアクティブモニタ

の各コンポーネントの詳細ページです。 
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• 冷却ファンの状態 

CPUならびにシステム冷却ファンの状態をモニタします。CPUファンの回転速度が著し

く低下した場合は、システム保護のため強制的にシステムをシャットダウンします。 

 

 
 

• 温度の状態 

CPUとシステムの温度の状態を監視します。 
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• RAIDの状態 

ディスクに異常が見つかると、レイアウト中で異常ディスクを示します。 

 
 

• 電源の状態 

CPUのコア電圧や電源電圧を監視します。 
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4.3 サービス拡張 
サービス拡張は、システムのメニューで設定できない詳細部分を設定するための補助的な機

能や、新たな機能を追加します。 

 

 
 

4.3.1 電子メール補助 

電子メール設定に関する補助機能を提供します。 

 
4.3.1.1 配送経路の詳細設定（Mailertable 機能） 

システムの電子メールメニューの配送経路設定と同じ機能で Mailertableを編集します。パ

ワーユーザ向けのこの詳細設定メニューでは、配送先設に IPアドレスや電子メールを指定

できます。また、smtp以外のメーラーも指定可能です。 

 

 



Powered BLUEサーバー 導入ガイド 
 

 
 

24

 

4.3.1.2 スマートリレー（２つのサーバー設定用） 

システムの電子メール詳細メニューのスマートリレーサーバーの設定と同じ機能です。この

メニューでは、スマートリレーサーバーを２つ設定することができます。また、IPアドレ

スでの設定も可能です。 

 

 

 

この設定を行うと、システムの「電子メール詳細メニューのスマートリレーサーバーの設定」

は上書きされますのでご注意ください。この場合、「電子メール詳細メニューのスマートリ

レーサーバーの設定」の項目には、この拡張機能で設定されていることを示す” 

Extension.Menu” という文字列が表示されます。 

 

2台のメールサーバーをスマートリレーサーバーとして設定できる環境では、プライマリの

サーバーが停止した場合、セカンダリのサーバーを経由して電子メールを配信できます。 

 
4.3.2 ポート転送 

ポート転送は、本サーバー（パワードブルー）の特定のサービスポートへのアクセスを、他

のサーバーへ転送する機能です。外部からは、そのサービスが本サーバー（パワードブルー）

で動作しているように見えます。 
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転送元アドレスと転送元ポートは、本サーバーの有効な IPアドレスとポート番号を指定し

ます。 

 

プロトコルは、転送するサービスによって TCPか UDPを指定します。 

 

転送先のアドレスと転送先ポートは、転送先のサーバーの IPアドレスとサービスのポート

番号を指定します。 

 

転送先のサーバーが同一ネットワーク内にある場合は、「同一ネットワーク内」をチェック

する必要があります。 2

                                               
2  「同一ネットワーク内」を指定した場合、DNATとSNATターゲットが適用されます。指定しない場合
は、DNATのみが適用されます。DNATはIPパケットの転送先アドレスを修正します。SNATは、送信元
アドレスを修正します。 
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例１）同一ネットワーク内での転送 

 

ウェブサーバー(192.168.1.1)を運用しています。ウェブサーバーのメンテナンス中は、ポー

ト転送を行い、予備のサーバーの内容をウェブサーバーで公開します。 

 

 

転送元は、ウェブサービスを公開している IPを指定します。HTTPサービスのポート TCP80

番を指定します。 

 

 

転送先は、予備のウェブサーバーを指定します。同じく、サービスポートは 80番です。両

サーバーは同一ネットワーク内にあるので、同一ネットワークオプションも指定します。 
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例２）ファイァウォールを介したポート転送 

ファイアウォールでセグメントが区切られた内側サーバーのサービスを、公開サーバーで公

開します。 

 

 

内側サーバーはローカルネットワーク上にあるため、外部へのアクセスはアドレス変換

(NAT)が行われます。 

内側サーバー(10.0.0.8)はデータベースサーバーで、TCP 8888番ポートで検索サービスを提

供するものとします。このサービスを、公開サーバー(192.168.1.1)上のポート 81番で公開し

ます。 

 

 

 

この場合、両サーバーは異なるネットワークにあるので、同一ネットワークオプションは指

定しません。 

 

 

簡易ファイアウォールが有効な場合は、該当するサービスポートについて許可設定を

行う必要があります。 
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4.4 ロギング 
システム管理に関するより詳細な機能を提供します。 
 
4.4.1 Syslog 転送 

Syslogの転送設定を行います。Syslog転送を行う場合は、「Syslog転送を有効にする」をチ

ェックし、転送先の Syslogサーバーを「転送先ホスト」に指定します。 

 

 
 

次に、転送したいログの種類をチェックします。 

 

ローカルファイル名と Facility、Priorityは、現在の Syslogの設定を表示しています。転送設

定後もローカルファイルへのロギングは継続されます。 
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4.4.2 Syslog サーバー 

本アプライアンスサーバーを Syslogサーバーとして利用する場合に選択できます。Syslog 

サーバーにする場合は、「Syslogサーバー」の項目のチェックを有効にします。 

「保存先を/home/log/へ変更」の項目をチェックすると、ログの保存先を /var/log/ディレク

トリから、よりディスク容量の大きい /home/log/ ディレクトリに変更できます。この場合、

ログファイルのパスの変更に伴い、仮想サイトのログ分割保存および利用統計は機能しなく

なることにご注意ください。 

 

 

「現在の設定」の項目は、現在設定されている Syslogの出力先のファイルのパスを表示し

ています。 

 

Syslogの受信は 514番の UDPポートが利用されます。ファイアウォールが設定されている

場合はこのポートを受信可能にする必要があります。 

 



Powered BLUEサーバー 導入ガイド 
 

 
 

30

 

4.4.3 ログローテーション 

サイト別にログローテーションの現在の状況を表示します。ログは、その大きさがローテー

ションサイズに達するとローテーションが実行されます。回数はローテーションの回数です。 

 

詳細アイコンで各サイトに保存されるログの状況を表示します。 

 

ローテーションのサイズは、最大許容ディスク容量に比例して増大します。サイトの最大許

容ディスク容量を大きくすると、結果的にログの保存期間も長くなります。 
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Syslogサーバーの設定項目で、/home/log/ へログの保存先が変更になっている場合は、変更

先のログのローテーション設定が可能です。 

 

 

アイコンをクリックすると選択したログファイルのローテーション間隔とローテーション

回数を変更することができます。 
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4.5 起動オプション 
システム起動時に有効になるオプションです。 

 

4.5.1 シリアルコンソール 

 

シリアルコンソールは、CRTモニタが持ち込みにくい場所で、コンソールを出力させる最

もポピュラーな方法です。サーバーと PCの接続は、シリアルケーブル（クロス）で接続し

ます。 

Powered BLUEのシリアルポート(Dsub-9pin)は、背面にあります。 

 
(サーバーモデルにより、コネクタ類の配置は異なる場合があります) 

シリアルコンソールを有効にするには、管理画面の「サーバーの管理」→「パワードブルー

機能」→「起動オプション」メニューで、設定項目の「シリアルコンソールを有効にする」

をチェックします。 

 
 

設定を有効にするには、サーバーの再起動が必要となります。 
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PC側の端末ソフト(ハイパーターミナル、TeraTerm等)の接続設定を下表に示します。 

 

 

設定項目 設定値 

ボーレート（ビット/秒） 115200 

データビット 8 ビット 

パリティ なし 

ストップビット 1 ビット 

フロー制御 ハードウェア 

 

 

下図は、Windowsのハイパーターミナルを用いて、ログインプロンプトを表示した例です。 
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4.5.2 ブート時のコンソール出力制限 

 

このオプションが有効な場合、システム起動時にコンソール画面に表示されるメッセージが

抑制されます。デフォルトでは有効です。 

 

4.5.3 ACPI を有効にする 

 
通常、ACPIは有効にしてください。 
 
このオプションを無効にすると、カーネル起動時に ACPI は無効にされ、APM を有効に

します。 
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4.6 サポート＆ライセンス管理 
サポート情報の表示とサーバーライセンスのインストールを行うメニューです。 

 

 

4.6.1 サポート情報について 

技術サポートに関する情報は、下記の URLで提供します。 

http://www.mubit.co.jp/blue/

パワードブルー専用のアップデートパッケージも上記サイトより提供されます。 

 

4.6.2 サーバーライセンス登録 

サーバーライセンスは、工場出荷設定時はプリインストールされています。 

付属のインストール CDで OSを再インストールした場合は、ライセンス証書に記載されて

いるライセンスを入力する必要があります。 

 
 

http://www.mubit.co.jp/blue/
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5. 管理画面のスタイルについて 

 

管理インタフェースの外観には 2つのスタイル「True Blue」と「Merlot」および「Turbolinux」

が用意されています。お好みによって選択できます。スタイルの違いによって、メニュー構

成や機能は全くかわりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    True Blue スタイル                  Merlot スタイル 

 

スタイルの切換えは、個人プロフィール・タブメニューのアカウント情報で設定することが

できます。 

 

本サーバーの既定スタイルは「True Blue」です。操作ガイドに掲載されている管理

画面のスタイルは「Turbolinux」を使っています。 
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6. LCD コントロールパネル 

 

6.1 LCD コントロールパネルの機能 
 

LCDコントロールパネルは、液晶表示器と６

つのコントロール・ボタンで構成されます。コ

ントロール・ボタンを使って、次の機能を使用

できます。 

 

• ネットワーク設定 

プライマリ・インタフェースの設定を、管理画面にアクセスすることなく、簡単にボタ

ンで設定できます。 

• 電源機能 

システムの再起動(REBOOT)、または、停止（パワーダウン）することができます。 

• パスワードのリセット 

パスワードが不明になり管理画面にアクセスできなくなってしまった場合、LCDコント

ロールパネルでパスワードを初期化することができます。初期化後のパスワードは、

admin になります。 

 

6.2 コントロール・ボタン 
６つのコントロール・ボタンは、次の役割を持っています。 

 切換ボタン  

主メニューの切換および選択の切換を行います。 

 

 決定ボタン  

選択された操作を決定するためのボタンです。 

 

 方向ボタン     

選択の切換や、数値入力においては数値の増減と桁の移動を行います。 
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6.3 ネットワークの設定 
 

 を押して、「Network Setup」メニューを表示します。 

 
ここで  を押すと、「Network Setup」が選択されたことになり、プライマリ IPアドレス

の入力画面に切り替わります。 

 
  でカーソルが位置する桁の数値を増減させることができます。   で入力桁を移動

します。これらの操作を行い、IPアドレスを入力してください。入力が終了したら、  を

押して決定します。 

 
次に、ネットマスクの入力画面が表示されますので、IPアドレスと同様に入力してくださ

い。入力が終了したら、  を押して決定します。 

 
次に、ゲートウェイの入力画面が表示されますので、同様に入力し、入力が完了したら  

を押して決定します。 

 
最後に、いままで入力したネットワーク・インタフェースのパラメータを保存・適用するか

確認してきます。保存する場合は、   キーでカーソルを[Y]に移動してから、  を押し

てください。キャンセルする場合は、[N]にカーソルを移動してから  を押してください。 



Powered BLUEサーバー 導入ガイド 
 

 
 

39

 

6.4 電源機能（再起動と停止） 
 

 を押して、「Power」メニューを表示します。 

 
ここで  を押すと、「Power」が選択されたことになり、再起動(REBOOT)選択画面にな

ります。 

 
再起動する場合は、  を押します。再起動ではなく停止（パワーダウン）を選択する場合

は、  を押して、メニューを切換えてください。 

 
       ↓↑   ボタンで、再起動(REBOOT)と停止(PowerDown)が交互に切り替わる 

 
 

再起動、停止のいずれかを選択し、  を押すと確認画面が表示されますので、実行する場

合は、[Y]を選択してから、  を押してください。 
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6.5 パスワードのリセット 
 

 を押して、「Reset Password」メニューを表示します。 

 
ここで  を押すと、「Reset Password」が選択されたことになり、本当にパスワードをリ

セットしてよいか確認画面が表示されます。 

 
パスワードをリセットする場合は、[Y]を選択して、  を押して決定してください。 

 

リセット後の管理者(admin)のパスワードは、adminになります。 
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7. 留意事項など 

サーバーや周辺機器の設定が正しくないと、「メールが受信できない」

「メールが正しいドメインで送信できない」「メールが送信できたり

できなかったりする」「サーバーからの接続が不安定」等の現象が発

生します。以下は、よくある誤解について補足します。 

7.1 一般的なサーバー構成について 
ウェブサーバを公開する場合は、仮想サイトを作成する必要があります。本サーバーでは、

1つの IPアドレスに複数のドメイン名を対応させる名前ベースの仮想サイトと、各ドメイ

ンに IPアドレスを割り当てる IPベースの仮想サイトがサポートされます。 

以下に、基本的な設定例を説明します。 

 

 

名前ベースの仮想サイト 

 

上図は、名前ベースの仮想サイト構成例です。サーバーのホスト名は、ns.my_domainです。

ns.my_domainは、DNSサーバです。公開するウェブサーバは、www.my_domainと

www.my_domain2 です。仮想サイト１，２は、ホストと同じ IP アドレスを割り当てます。 

DNSの設定は、仮想サイトを作成するときに、「自動 DNS設定」が有効な場合は、補助的

にその仮想サイトのエントリが加えられます。名前ベースの仮想サイトでは、ホストと IP
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アドレスが同じですが、DNSサーバを構築する際、仮想サイトは Aレコードで設定する必

要があります。CNAMEを使用した場合、サーバは正しい動作を行えません。 

また、仮想サイトの FQDNは、ホスト(システム設定)と同じ名前を使用できません。 

 

 
IPベースの仮想サイト 

 

サーバーは、仮想サイト毎に異なる IPアドレスを割り当てることができます。HTTPSサー

バーの場合、サイト毎に 1つの IPアドレスを割り当てる必要があります。必要に応じて、

IPアドレスを設定してください。 

 



Powered BLUEサーバー 導入ガイド 
 

 
 

43

 

7.2 NAT 環境下のサーバー構成 
 

ファイアウォールやルータの内側にサーバーを設置する方法の一つとして、サーバーにロー

カルな IPアドレスを割り当て、外部へはグローバル IPアドレスをマッピングし公開する場

合があります。 

この場合のサーバーの設定は、仮想サイトもローカル IPアドレスを指定する必要がありま

すので、ご注意ください。 

 

 

NAT環境での構築例 

 

サーバーにはローカルIPが割り当てられますが、同時に仮想サイトもローカルIPを割り当て

ます 3。インターネットから参照した場合、ファイアウォール機器が仮想サイトのローカル

IPをグローバルIPにマッピングしているため、結果的に仮想サイトは指定されたグローバル

IPでサービスを公開します。 

 

よくある間違いとして、仮想サイトにグローバル IPを指定してしまった場合、一見ウェブ

サービスは動作するように見えますが、ネットワークの整合性が適正でないため、メールの

送受信等の動作を正常に行うことができません。 

 

                                               
3 仮想サイトで指定したIPアドレスは、実際にインタフェースへ割り当てられます。 
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また、仮想サイトの作成時、「自動 DNS設定」で DNSのエントリが作成すると、仮想サイ

トに関する DNS設定が仮想サイトのローカル IPで設定されてしまいます。この場合、「自

動 DNS設定」を使用しないか、DNS設定の再設定を行ってください。 
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7.3 Path MTU Discovery 問題について 
 

多くの近代的なサーバーと同様に、本サーバーではPath MTU Discovery4 機能を使用してい

ます。 

ルータやファイアウォール機器の設定が適切でないと、Path MTU Discovery5問題を引き起

こす場合があります。この問題の特性から、「メールが送信できたり、送信できずにキュー

にたまる」というような原因の特定の難しい症状として現れることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Netscreenをご購入のお客様へ 

ScreenOS5.3 をご利用かつ DMZ から Untrusted への ICMP の通過を禁止した場合に、この問題が発生

することを確認しています。この場合、適切なポリシー設定あるいは ScreenOS のバージョンアップをご

検討ください。 

7.4 その他 
 

下記、URLでサーバーに関する技術情報等を提供しています。 

 

http://www.mubit.co.jp/blue/
 

 

                                               
4  Path MTU Discovery は、経路上の最小MTUを検出する機能です(RFC1191)。検出後、サーバーは、
最小MTUでパケットを送信するため、経路上でフラグメンテーション（パケット分割）を抑制し効率の
良い通信を行うことができます。 
5 Path MTU Discovery Black Hole Problem と呼ばれます。最小MTUを通知するICMP (Type3 Code4)
を、経路上の機器がブロックするなどし、送信元に適切に返らない場合に発生します。その結果、経路

上の最小MTUを超えるパケットを送信した場合に、パケットが途中で失われる現象が発生します。ファ
イアウォール機器のセキュリティポリシーを必要以上に限定した場合に発生しやすい傾向にあるようで

す。この問題が発生した場合、TCPコネクションは確立し、その大多数を占める最小MTU以下のパケッ
トは問題なく送信するが、一旦最小MTUを超えるパケットが発生してしまうと通信が停止しタイムアウ
トしてしまいます。実際に現れる症状はその特性から、「特定のHTTPサーバにアクセスできない」、「メ
ールが送信できたり、送信できない場合がある」といった、一見サーバーの動作が不安定に見えるよう

な振る舞いを引き起こします。 
 

http://www.mubit.co.jp/blue/
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